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育ちゃん

郷ちゃん

は

　
市
内
で
活
動
す
る
、
文
化
・
芸
術
に
関
わ
る
人
た
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
問
い
合
わ
せ
　
市
中
央
公
民
館
☎
４
３
・
２
１
０
０

文
化
・
芸
術
の
ひ
ろ
ば

の囲碁・将棋会
※上位者のみ掲載、敬称略

月４

連絡先 井本雅文☎090・9796・1099

有山　伸司
藤井　　修
城野　正雄

今丸　　滇
的野　信行
島崎　一彦

１位 ２位
1
2
3

連絡先 井本雅文☎090・9796・1099

岩谷　　巌 
井本　雅文

森野　秀雄
林田　健介

１位 ２位
1
2

連絡先 満生忠雄☎43・2420

的野　信行
冨永　直邦
山崎　和夫
山口　忠男
相部　清人
田中　敏一

尾崎　銀二
斉藤　正俊
今泉　武志
内場　和光
荒巻　　渉
白石　尚央
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1
2
3
4
5
6

福津市
将棋
同好会

津屋崎
囲碁会

福津市
実年
囲碁会

福津市
囲碁会

野
に
遊
び
浮
世
の
埃
払
ひ
け
り

野
仏
も
ほ
っ
こ
り
な
さ
る
つ
く
し
の
こ

誕
生
日
薔
薇
の
花
束
妻
の
部
屋

コ
ロ
ナ
は
何
時
収
束
す
る
の
揚
げ
ひ
ば
り

花
粉
に
て
ふ
ち
の
ぼ
や
け
る
夕
つ
日
が

大
峰
山
へ
下
り
ゆ
く
な
り

た
ま
さ
か
の
風
に
ゆ
ら
め
く
白
き
漁
船

か
も
め
の
群
も
白
く
光
り
て

土
の
う
え
に
桜
の
が
く
の
お
び
た
だ
し

踏
み
つ
つ
あ
る
く
葉
桜
の
も
と

左【短歌】 中【川柳】 右 【俳句】

内
村
　千
枝
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井
　和
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　孝
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中
原
　恵
子

佐
々
木
　和
彦

岩
藤
　廣
子

佐
々
木
　和
彦

ほ
こ
り

ば
ら

連絡先 村上良明☎080・3973・8932

瀧口　純一 
佐藤幸四郎
仲上　徹志

北原　秀誠
阿部　博文
神尾　弘行
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A
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受講時の注意点受講時の注意点
カレッジ育郷

　令和4年度の郷育カレッジは、7月16日（土）に
開講し、7月17日（日）から講座が始まります。
　昨年度同様、新型コロナウイルス感染症への対策
を行いながら運営していきますので、皆さんのご理
解とご協力をお願いします。なお、以下の対策は、
今後の状況に応じて変更する場合があります。

郷育カレッジの主な感染拡大防止対策
1.発熱や風邪の症状など、少しでも自覚症状がある
ときは欠席をお願いします。同居している人が体
調不良の場合も、欠席を検討してください。
2.講座前後に手洗いや手指消毒を行い、講座会場内
ではマスクの着用にご協力ください。
3.座席指定を行い、受講生同士の身体的距離を確保
します。
4.定期的に講座会場内の換気を行います。
5.年会費や入会金などのお支払い、お釣りや領収書
を渡すときはトレーを使用します。
6.感染者が出た場合などは、関係機関からの調査な
どに協力します。名簿（氏名や連絡先などの個人
情報）の提出や各種調査、一定期間の自宅待機要
請などに応じます。
市郷育推進課職員や郷育カレッジ運営委員、講座

会場職員、講座当日の講師などが別途対策を追加す
ることもありますので、あらかじめご了承ください。

市地域婦人会は、地域のまちづくりや身近な環境
問題などについて講習会や研修会を開催して自ら学
び、自分たちにできることはないか考え、実践でき
る活動につなげています。「やさしく、少しかしこ
く、スマートに」をモットーに「自立・平等・共に
のびやかに」を目標に掲げ、70年以上にわたり活
動を続ける社会教育団体です。西郷川沿いのあじさ
いロード保全活動や子育て支援活動など、地域に根
差した取り組みを続けています。

地
域
の
日

市地域婦人会が取り組んでいる活動
を紹介します

▲地域の皆さんにも協力してもらう保全活動

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
福
津
。
こ
の
福
津
と
い

う
「
郷
」
で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。

そ
し
て
、
地
域
を
育
て
て
い
け
た
ら
。
皆
さ
ん

も一緒
に
「
郷
育
」
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
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わ
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市
郷
育
推
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わ
が
ま
ち
福
津
再
発
見

〜
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
が
拓
き
ま
す
〜

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
学
長
　
成
清
鉄
男

ご
う
い
く

　
福
津
の
ま
ち
は
、
海
・
山
・
川

の
自
然
に
恵
ま
れ
四
季
の
移
り
変

わ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、歴
史
に
残
る
建
物
・

地
域
・
世
界
遺
産
が
目
の
前
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
福
津

に
住
む
人
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し

の
営
み
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
福
津
の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
生
涯
学
習
講
座

を
生
み
出
し
て
20
年
が
経
ち
ま
し

た
。
福
津
に
住
む
人
た
ち
の
知
恵

を
見
た
り
聞
い
た
り
話
し
合
っ
た

り
体
験
し
た
り
し
な
が
ら
学
び
合

い
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
営
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
開
校
当
時
か
ら
の
受
講
生
は

「
受
講
を
始
め
た
当
初
は
漠
然
と

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
長
き
に
渡
っ
て
受
講
で
き
た

の
も
、
い
ず
れ
の
講
座
も
新
鮮
で

興
味
津
々
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
こ
と
の
連
続
で
受
講

意
欲
が
だ
ん
だ
ん
湧
い
て
き
て
、

今
日
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
の
良
い

と
こ
ろ
は
卒
業
が
な
い
こ
と
で

す
」
と
、
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
の
魅
力

を
話
し
ま
す
。

　
人
は
、
命
の
灯
が
と
も
さ
れ
命

の
灯
が
消
え
る
ま
で
学
び
続
け
ま

す
。
こ
の
学
び
の
継
続
が
生
涯
学

習
で
す
。
わ
が
ま
ち
福
津
に
生
ま

れ
、
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
生
き
が
い
づ
く
り
を
共

に
続
け
ま
し
ょ
う
。

①竹を使ったスタードームをつくる受講生　②市内各地を歩き
ながら史跡を巡る講座「ふくつ散歩」　③伝統ある津屋崎人形
の絵付け体験をする受講生　④藍染め体験で見事な藍染め作品
を作り上げた受講生　⑤講座「やさしい折り紙」には子どもか
ら高齢のかたまで参加しています

①

②

③⑤

④

ひ
ら

日
程
　
10
月
23
日
（
日
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
人

定
員
　
５
０
０
人

内
容
　
市
内
沿
道
の
交
通
整
理
や

応
援
者
の
整
理
な
ど

受
付
期
限
　
８
月
31
日
（
水
）

受
付
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
過
去
参
加
の

有
無
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
連
絡

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推

進
課
☎
６
２
・
５
０
７
９
、Ｆ
Ａ

Ｘ
４
３
・
９
０
０
４
、
メ
ー
ル

goiku@
city.fukutsu.lg.jp

▲交通誘導するボランティアスタッフ

プ
リ
ン
セ
ス
駅
伝
in
宗
像
・
福
津
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」
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